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十二本ヤス 種
高
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所
 

ヒノく 

約ニ十七m 
約六、六「11 
約四百年 

青森県北津軽郡 

金木町大字喜良市字相野山 

名称の由来 

幹の途中で十ニ本の枝が分かれて、ちょうど魚を突いて取

るヤスの形をしているところから、だれ言うとなく 「十ニ本

ヤス（シ）」 と呼ばれるようになった。 

神 本 

ヤスの形をした枝は、新しい枝が出て十三本になると必ず

一本枯れて、常に十二本になるということから、十二とは十

ニ月十二日の山の神祭日に通じる神聖な数、これは山の神様

が宿ったに違いないということで、鳥居を奉納、神木として

あがめ、今日に至っている。 金木町の名木でもある。 

~“、 

伝 説 
写 
真 	 昔、弥七郎という若物が山の魔物を退治したとき、その供 

養に、退治したときの切り株に一本のヒバ苗を植えたという。 

その木が十ニ本ャスになったという事である。 

新・日本名木百選 

平成ニ年六月ニ日 

国際花と緑の博覧会協会 選定 

木 山 

村 中 

治 正 

利 津 

～ノ 

金 木 町 

十
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ヤ
ス
 

芦
野
夢
の
浮
橋
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樹齢約四百年
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名称の由来

幹の途中で十二本の枝が分かれて、ちょうど魚を突いて取

るヤスの形をしているところから、だれ言うとなく「十二本

ヤス（シ）」と呼ばれるようになった。

神 本

ヤスの形をした枝は、新しい枝が出て十三本になると必ず

一本枯れて、常に十二本になるということから、十二とは十

二月十二日の山の神祭日に通じる神聖な数、これは山の神様

が宿ったに違いないということで、鳥居を奉納、神木として
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巻
頭
 
百 多

 
発
 

刊
 
に
 寄
 
せ
 
て
 

曾
 

金
木
町
 助
役
 
吉
 
田
 

俊
 
逸
 

ふ
る
さ
と
の
 
「
かた
り
べ
」
第
十

ニ
集
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

時
代
の
進
展
と
と
も
に
、

故
郷
の
古
い
伝
統
行
事
が
簡
略
化
さ
れ
、
や

が
て
失
わ
れ
て
い
く
昨
今
で
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
の
先
祖
が
残
し
て
く
れ

た
歴
史

・
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
功
績
は
、
計
り
知
れ
ぬ

も
の
が
あ
り
、
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
の
会
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
 

衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
と
文
化
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を

な
す
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
貴
重
な
国
民
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。
 

我
金
木
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
非
常
に
多
く
の
名
所
・
旧
跡
が
数
多
く

存
在
し

て
お
り
、
中
に
は
昔
の
生
活
様
式
を
解
く
鍵
と
し
て
貴
重
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
生
活
の
便
利
さ
を
追
及
す
る
あ
 
 

ま
り
、
 一
朝
に
し
て
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
誠
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
し
ば

し
ば
発
生
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
貴
重
な
歴
史
や
文
化
の
保
護
の
万
全
を

期
す
た
め
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が
、
歴
史
や
文
化
を
住
民
す
べ

て
の
財

産
と
し
て
愛
護
し
よ
う
と
い
う
意
欲
に
目
覚
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
未
だ
そ
の
理
想
に
は
ほ
ど
遠
く
、
い
き
お
い
皆
様
が
た

の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
な
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
健
康
に
御
留
意
さ
れ
て
、
 

本
町
の
歴
史
と
文
化
の
伝
承
の
た
め
、
御
活
躍
く
だ
さ
る
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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土
名
》い
畿
 
爪〕
肩
以
面
町
ク
』
つ
、
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山
 
中
 
正
 
津
 

お
 
だ
が

わ
 

こ
の
川
は
、
今
は

「
小
田
川
」
 
と
呼
ばれ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

こ
 
だ
 

が
が
わ
 

し
か
し
、
昔
は
、
 「
小
田
川
川
」
 
と言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
昔
と
は
何

百
年
く
ら
い
前
か
と
い
う
と
、
約
四
百
五
十
年
以
前
ご
ろ
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。
 

室
町
時
代
中
ご
ろ
以
後
と
み
ら
れ
る
。
 と
い
う
こ
と
は
、
津
軽
平
野
の

ほ
と
ん
ど
は
湖
の
中
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
芦
原
の
庖
で
あ
っ
た
か
、
 

と
に
か
く
、
水
田
も
な
け
れ
ば
村
落
も
な
か
っ
た
。
 

な
み
お
か
 

行
丘
（
浪
岡
）
北
畠
氏
の
調
べ
た

「
天文
郡
中
名
字
」
廿
天
文
五
年

・

一
五
三
八
廿
に
は
、
津
軽
六
郡

（
鼻和

・
田
舎

・
平
賀
・
奥
法

・
馬
・
浪

流
来
）
の
う
ち
馬
郡
（
原
子
の
館
よ
り
下
、
山
岸
通
小
泊
崎
ま
で
。
南
は

十
川
切
・
西
は
大
川
切
）
に
現
れ
て
い
る
村
落
名
は
、
原
子
、
相
原
、
飯

積
（
飯
詰
）
、
水
町
ル
、
忌
良
市

（
喜良
市
）
、
鮎
内

（相
内
）
、
識
概
 

（
磯松
）
だ
け
で
あ
る
。
 

（
註
、大
川
は
岩
木
川
の
こ
と
。
）
 

こ
の
時
期
に
は
、
嘉
瀬
も
金
木
も
ま
だ
集
落
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
 

新
撰
陸
奥
国
誌
か
ら
次
に
引
用
し
て
み
る
。
 

こ
 
だ
 
が
 

〇
 
小
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村
 

こ
 
だ
 
が
が
わ
 

小
田
川
川
廿
源
を
本
村
の
東
一
大
区
の
三
小
区
新
城
村
界
の
山
々

に
発
し
短
前
大
電
沢
小
電
沢
湯
の
沢
滝
の
沢
等
数
十
の
渓
水
を
会

同
し
西
流
す
る
山
谷
の
際
風
四
里
小
栗
崎
の
界
に
入
る
巾
五
間
 

（
註
、大
電
沢
、
小
電
沢
は
現
在
の
大
典
沢
、
小
典
沢
）
 

〇
 
小
栗
崎
村
 

水
町
ル
鵬
廿
小
田
川
村
の
方
よ
り
来
り
本
村
の
北
を
流
れ
嘉
瀬
村
 

の
方
に
注
く
長
二
丁
巾
四
間
水
の
深
凡
四
尺
 

橋
廿
小
田
川
道
養
水
の
渠
に
架
す
長
五
間
巾
五
尺
郷
平
橋
と
云
こ
 

の
郷
平
は
特
名
に
あ
ら
わ
す
方
言
堅
に
渡
せ
る
橋
を
云
な
り
 

〇
 
嘉
瀬
村
 

こ
 
だ
 
が
 

小
田
川
川
廿
小
栗
崎
の
界
よ
り
来
り
本
村
の
北
を
西
に
流
れ
十
川

に
注
く
界
内
を
通
る
こ
と
凡
二
十
一
丁
巾
五
間
水
深
平
均
五
尺

橋
廿
二
、
 一
は
本
村
の
北
金
木
通
小
田
川
川
に
架
す
長
六
間
巾

一

丈
、
 一
は
村
中
用
水
の
渠
に
あ
り
長
六
間
巾
一
丈
板
橋
な
り
 

一
 1

 

一
 

お
だ
が
わ

こ
だ
が

こ
の
川
は
、
今
は
「
小
田
川
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
○
小
田
川
村

こ
だ
が
が
わ

こ
だ
が
が
わ

し
か
し
、
昔
は
、
「
小
田
川
川
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
昔
と
は
何
小
田
川
川
Ｉ
源
を
本
村
の
東
一
大
区
の
三
小
区
新
城
村
界
の
山
々

百
年
く
ら
い
前
か
と
い
う
と
、
約
四
百
五
十
年
以
前
ご
ろ
か
ら
と
考
え
ら
に
発
し
短
前
大
電
沢
小
電
沢
湯
の
沢
滝
の
沢
等
数
十
の
渓
水
を
会

れ
る
。
同
し
西
流
す
る
山
谷
の
際
風
四
里
小
栗
崎
の
界
に
入
る
巾
五
間

室
町
時
代
中
ご
ろ
以
後
と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
津
軽
平
野
の
（
註
、
大
電
沢
、
小
電
沢
は
現
在
の
大
典
沢
、
小
典
沢
）

ほ
と
ん
ど
は
湖
の
中
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
芦
原
の
萢
で
あ
っ
た
か
、

こ
ぐ
り
ざ
き

と
に
か
く
、
水
田
も
な
け
れ
ば
村
落
も
な
か
っ
た
。
○
小
栗
崎
村

な
み
お
か

こ
だ
が
が
わ

行
丘
（
浪
岡
）
北
畠
氏
の
調
べ
た
「
天
文
郡
中
名
字
」
Ｉ
天
文
五
年
．
小
田
川
川
Ｉ
小
田
川
村
の
方
よ
り
来
り
本
村
の
北
を
流
れ
嘉
瀬
村

ゐ

一
五
三
八
Ｉ
に
は
、
津
軽
六
郡
（
鼻
和
・
田
舎
・
平
賀
・
奥
法
・
馬
・
江
の
方
に
注
ぐ
長
二
丁
巾
四
間
水
の
深
凡
四
尺

ろ
ま

ど
う
ひ
ら

流
来
）
の
う
ち
馬
郡
（
原
子
の
館
よ
り
下
、
山
岸
通
小
泊
崎
ま
で
。
南
は
橋
Ｉ
小
田
川
道
養
水
の
渠
に
架
す
長
五
間
巾
五
尺
郷
平
橋
と
云
こ

十
川
切
・
西
は
大
川
切
）
に
現
れ
て
い
る
村
落
名
は
、
原
子
、
相
原
、
飯
の
郷
平
は
特
名
に
あ
ら
わ
す
方
言
堅
に
渡
せ
る
橋
を
云
な
り

こ
だ
が

い
そ
ま
つ

積
（
飯
詰
）
、
小
田
川
、
忌
良
市
（
喜
良
市
）
、
鮎
内
（
相
内
）
、
誘
松

（
磯
松
）
だ
け
で
あ
る
。

○
嘉
瀬
村

こ
だ
が

（
註
、
大
川
は
岩
木
川
の
こ
と
。
）
小
田
川
川
Ｉ
小
栗
崎
の
界
よ
り
来
り
本
村
の
北
を
西
に
流
れ
十
川

こ
の
時
期
に
は
、
嘉
瀬
も
金
木
も
ま
だ
集
落
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
に
注
ぐ
界
内
を
通
る
こ
と
凡
二
十
一
丁
巾
五
問
水
深
平
均
五
尺

思
わ
れ
る
。
橋
’
二
、
一
は
本
村
の
北
金
木
通
小
田
川
川
に
架
す
長
六
間
巾
一

新
撰
陸
奥
国
誌
か
ら
次
に
引
用
し
て
み
る
。
丈
、
一
は
村
中
用
水
の
渠
に
あ
り
長
六
間
巾
一
丈
板
橋
な
り

こ
の
時
期
に
は
、
嘉
瀬
も
金
木
も
ま
だ
集
落
に
な
っ
て
い
な
い
も
内

思
わ
れ
る
。

新
撰
陸
奥
国
誌
か
ら
次
に
引
用
し
て
み
る
。

■
■
日
日
Ｉ
■
日
日
日
日
ｑ
ｑ
０
夢考

察
小
田
川
に
つ
い
て

山
中
正
津

－1－



名
請
人
 
九
七
名
（
名
前
省
略
）
 

田
 
方
 
一
四

八
町
九
反
七
畝
二
二
歩

上
田
 
一
四
町

一
反
五
畝
ニ
八
歩

中
田
 
三
三
町

五
反
五
畝
二
八
歩

下
田
 

七
〇
町
八
反
五
畝
一
】
歩

下
々
田
 

三
〇
町
三
反
八
畝
一
七
歩

三
四
町
 
一
畝

二
七
歩

四
町
三
反
八
畝
 
七
歩

一
〇
町
一
反
四
畝
 
三
歩

一
一
町
八
反
一
畝
一
一
歩
 

下
々
畑
 
四

町
 

七
畝
一
七
歩
 

畑 
下 中 上 
畑 畑 畑 方 

分
米
  

一
一
〇
五
石
九
斗
 

三
合

分
米
  

一
一
五
石
九
斗
六
升
五
合

分
米
  

三
〇
二
石
三
斗
 

四
合

分
米
  

四
九
五
石
九
斗
七
升
六
合

分
米
  

一
五
一
石
九
斗
二
升
六
合

分
米
  

一
五
一
石
九
斗
二
升
八
合
 

分
米
 

二
六
石
ニ
斗
九
升
四
合

分
米
  

五
〇
石
七
斗
 

五
合
 

分
米
 

三
五
石
四
斗
四
升
一
合

分
米
  

四
石
 

七
升
六
合
 

新
撰
陸
奥
国
誌
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年

（
一
八七
六
）
と
い
う

か
ら
、
今
か
ら
百
二
十
年
前
の
こ
と
。
少
な
く
と
も
百
二
十
年
前
ま
で
は
 

こ
 
だ
 
が
 
か
わ
 

こ
の
川
の
名
称
は

「小
田
川
川
」
 
と
呼
ばれ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
 

こ
 
だ
 
が
 

こ
の
文
面
か
ら
見
て
、
川
の
流
れ
は
小
田
川
か
ら
小
栗
崎
に
入
り
嘉
瀬

の
北
側
を
通
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
川
筋
と
同
様
と
み
ら
れ
る
が
、
金

木
新
田
開
発
以
前
の
川
筋
は
現
在
と
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 （
小

田
川
参
考
図

3
参
照
）
 

金
木
郷
土
史
略
年
表
に
よ
れ
ば
、
 「
元
亀
二
年

（
一
五
一
一
）
嘉
瀬
八

幡
宮
再
建
廿
創
建
年
代
不
明

（
伝承
）
」
と
あ
る
が
、
四
百
二
十
五
年
前

に
は
嘉
瀬
に
も
村
の
鎮
守
の
社
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
 

古
町

・
後
町
な
ど
数
戸
の
家
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 

慶
長
五
年

（
一
六〇
〇
）
岩
木
山
が
大
爆
発
し
、
土
崩
れ
、
土
石
雨
の

如
く
、
冥
暗
二
夜
三
日

（
歴
代記
録

・
一
統
誌
）
と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
 

こ
の
大
爆
発
は
津
軽
平
野
の
地
形
の

一
部
も
変
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
 

川
の
流
れ
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
、
土
質
の
や
わ
ら
か

い
と
こ
ろ
を
削
っ
て
、
小
さ
な
川
筋
が
だ
ん
だ
ん
広
く
深
く
蛇
行
し
て
ゆ

く
。
 

そ
の
頃
の
小
田
川
の
川
筋
は
、
小
栗
崎
の
東
よ
り
北
に
曲
が
り
、
現
在

の
萩
元
排
水
路
の
方
向
か
ら
、
金
木
浮
州
の
排
水
機
場
付
近
に
流
れ
大
川
 

（
岩
木川
）
に
合
流
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

堤
防
の
築
か
れ
て
な
い
原
始
河
川
は
大
雨
に
よ
る
増
水
で
一
部
枝
別
れ
 

お
お
ひ

け
 

し
て
、
現
在
の
嘉
瀬
冷
水
を
通
り
更
に
南
へ
流
れ
、
大
堰
と
呼
ば
れ
る
小
 
 

川
も
作
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ま
た
、
現
在
の
三
左
工
門
溜
池
の
あ
る
沢
水
を
集
め
て
流
れ
る
小
川
は
、
 

小
栗
崎
の
稲
荷
神
社
の
北
側
を
通
り
、
 （空
壕
跡
で
現
在
水
路
と
な
っ
て

い
る
。）
ほ
ぼ現
在
の
小
田
川
の
川
筋
に
近
く
西
は
駒
番
の
三
本
柳
地
区
か

ら
旧
十
川
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

大
浦
為
信
が
津
軽
を
統
一
し
た
の
は
慶
長
二
年

（
一五
九
六
）
三
月
で
、
 

そ
れ
以
前
文
録
元
年

（
一五
九
二
）
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
で
前
田
利

家
、
片
桐
旦
元
等
に
よ
り
津
軽
領
内
を
検
地
し
高
四
万
五
千
石
と
定
め
ら

れ
た
。
同
二
年
為
信
は
上
京
し
秀
吉
に
謁
見
、
封
土
確
認
さ
れ
た
。
 そ
の
 

い
く
さ
 

後
徳
川
家
康
の
天
下
と
な
り
、
戦
が
続
い
た
の
と
天
候
の
不
順
に
よ
り
凶

作
が
続
き
廃
田
が
続
出
し
た
。
 

の
ぷ
ひ
ら
 

ゴ
ー
代信
牧
の
代
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
八
月
十
五
日
津
軽
全
域
に

降
雪
、
餓
死
者
多
数
。
 二
年
大
凶
。
 三
年
凶
作
。
廃
田
を
復
興
さ
せ
た
が
、
 

ま
た
も
凶
作
。
 四
年
大
凶
。
領
民
他
国
へ
流
亡
。
 四
方
に
狼
あ
ら
わ
る
。
 

五
年
凶
作
。
年
貢
免
除
し
た
が
、
他
領
に
流
亡
す
る
者
多
し
。
六
年
十
一

月
、
自
他
共
無
線
の
者
に
望
み
次
第
自
由
開
拓
を
令
ず
。
七
年
藩
主
自
ら

廃
田
検
分
、
狼
狩
り
を
行
な
う
。
 八
年
廃
田
復
興
奨
励
を
布
令
。
 

三
代
信
義
の
時
代
に
な
っ
て
も
凶
作
が
続
き
、
そ
の
間
、
 「
食料
欠
乏
、
 

流
浪
者
多
く
、
藩
は
貯
米
を
出
し
て
救
憧
。
餓
死
者
山
を
な
す
。
空
家
無

数
。
凶
作
、
減
収
、
大
暴
風
雨
、
浅
瀬
石
川
、
平
川
、
岩
木
川
大
洪
水
。
 

等
々
の
記
録
は
は
四
代
信
政
の
頃
に
も
続
い
た
。』
（
津
軽
ケ
ガジ
物
語
よ

り
）
 

津
軽
新
田
開
発
は
、
天
正
九
年

（
一
五
八
一）
為
信
か
ら
下
命
さ
れ
た
 

と
い
う
か
ら
、
四
代
信
政
の
元
録
中
期

（
元録
は

一
六
八
八
ー
一
七
〇
三
）
 

ま
で
約
一
〇
〇
年
も
の
間
、
新
田
開
発
、
廃
田
、
廃
田
復
興
が
繰
り
返
え

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
で
は
、
嘉
瀬
の
開
発
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

三
代
将
軍
家
光
の
代
、
正
保
三
津
幕
府
は
各
藩
大
名
に
地
行
高
之
帳
の

提
出
を
求
め
、
津
軽
藩
で
は
慶
安
元
年

（
一
六
四
八）
領
地
絵
図
面
及
び

城
絵
図
面
、
知
行
帳
を
板
倉
築
後
守
へ
送
っ
た
。
そ
の
後
貞
亨
元
年
、
三

年
間
を
か
け
て
各
村
の
新
検
地
帳
と
検
図
面
が
作
製
さ
れ
た
が
、
そ
の
絵

図
面
の
中
に
、
新
田
と
し
て

「中
柏
木
、
加
瀬
、
小
田
川
、
蒔
田
」
等
の

村
名
が
見
ら
れ
る
。
 

田
舎
圧
金
木
組
 
嘉
 
瀬
 
村

井
小
字
 
ひ
ば
り
野
、
は
ぎ
も
と
、
端
山
崎
、
駒
 

と
め
 

屋
 
敷
 

三
町
六
反
 
一
九

歩
 
分
米
 
二
八

石
八
斗
五
升
一
合
 

内
 
一
畝
一
四
歩
 
郷

蔵
屋
敷
 

田
畑
屋
敷
合
 
一
八
二
町九
反
九
畝
一
九
歩
 
分
米
 
一
二
五
一
石
二
斗
七
升
 

内
 
一
畝
一
四
歩
 
郷

蔵
屋
敷
 

外
 

一
、
田
畑
地
 
一
八
七
町
 

一
一歩
 
村
 
中
 

是
者
 
未
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
 

相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之
 

右
者
津
軽
郡
田
舎
圧
之
内
 
嘉
瀬
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
三
百
歩
石
盛
 

位
付
帳
面
書
記
者
也
 

一
、

漆
 
木
 

五
八
本
 

村
 

中
 

一
、

空
 
地
 

九
反
 
二
九

歩
 
村
 

中
 

一
、

永
流
田
畑
 
一
町

七
反
九
畝
二
四
歩
 
村
 
中
 

右
之
外
除
地
 

一
、
八
幡
社
地
 

五
間
 
三

間
 

一
五
歩
 
宮
建
有
之
 
神
太
夫
抱
 

境
内
林
 
七
四
間
 
四
一
間
 
一
町
一
畝
 
四歩
 

一
、
薬
師
堂
地
 
一
二
間
 
八

間
 

三
畝
 
六
歩
 
堂
建
有
之
 
村
中
抱
 

右
堂
地
境
内
 
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
 
前
々
之
通
除
之
者
也
 

田
舎
庄
金
木
組
 
小
栗
崎
村
廿
小
字
 
端
山
崎
、
 
 
は
ぎ
も
と
、

ひ
ば
り
野

名
請
人
 
一
ニ
名
（
名
前
省
略
）
 

田
 
方
 

四
一
町
二
反
七
畝
一
五
歩
 
分
米
 

三
一
七
石
七
斗
八
升
 

上
田
 

五
町
五
反
四
畝
一
九
歩
 
分
米
 

六
一
石
 
一
升
 

中
田
 

一
〇
町
六
反
五
畝
一
七
歩
 
分
米
 

九
五
石
九
斗
 

一
合
 

下
田
 

一
七
町
七
反
五
畝
 
六
歩
 
分
米
 

一
一
一
四石
一
一
斗ーハ
升
四合
 

下
々
田
 

七
町
三
反
二
畝
 
三
歩
 
分
米
 

三
六
石
六
斗
 

五
合
 

と
い
う
か
ら
、
四
代
信
政
の
元
録
中
期
（
元
録
は
一
六
八
八
’
一
七
○
三
）

ま
で
約
一
○
○
年
も
の
間
、
新
田
開
発
、
廃
田
、
廃
田
復
興
が
繰
り
返
え

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
嘉
瀬
の
開
発
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
代
将
軍
家
光
の
代
、
正
保
三
津
幕
府
は
各
藩
大
名
に
地
行
高
之
帳
の

提
出
を
求
め
、
津
軽
藩
で
は
慶
安
元
年
二
六
四
八
）
領
地
絵
図
面
及
び

城
絵
図
面
、
知
行
帳
を
板
倉
築
後
守
へ
送
っ
た
。
そ
の
後
貞
亨
元
年
、
三

年
間
を
か
け
て
各
村
の
新
検
地
帳
と
検
図
面
が
作
製
さ
れ
た
が
、
そ
の
絵

図
面
の
中
に
、
新
田
と
し
て
「
中
柏
木
、
加
瀬
、
小
田
川
、
蒔
田
」
等
の

村
名
が
見
ら
れ
る
。

田
舎
圧
金
木
組
嘉
瀬
村
Ｉ
小
字
ひ
ば
り
野
、
は
ぎ
も
と
、
端
山
崎
、
駒

と
め
一

名
請
人
九
七
名
〈
名
前
省
略
）

田
方
一
四
八
町
九
反
七
畝
一
三
歩
分
米
二
○
五
石
九
斗
三
合

上
田
一
四
町
一
反
五
畝
二
八
歩
分
米
二
五
石
九
斗
六
升
五
合

中
田
一
二
一
町
五
反
五
畝
二
八
歩
分
米
三
○
二
石
三
斗
四
合

下
田
七
○
町
八
反
五
畝
二
歩
分
米
四
九
五
石
九
斗
七
升
六
合

下
々
田
三
○
町
三
反
八
畝
一
七
歩
分
米
一
五
一
石
九
斗
二
升
六
合

畑
方
三
四
町
一
畝
二
七
歩
分
米
一
五
一
石
九
斗
二
升
八
合

上
畑
四
町
三
反
八
畝
七
歩
分
米
二
六
石
二
斗
九
升
四
合

中
畑
一
○
町
一
反
四
畝
三
歩
分
米
五
○
石
七
斗
五
合

下
畑
二
町
八
反
一
畝
二
歩
分
米
三
五
石
四
斗
四
升
一
合

下
々
畑
四
町
七
畝
一
七
歩
分
米
四
石
七
升
六
合

新
撰
陸
奥
国
誌
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
二
八
七
六
）
と
い
う

か
ら
、
今
か
ら
百
二
十
年
前
の
こ
と
。
少
な
く
と
も
百
二
十
年
前
ま
で
は

こ
だ
が
か
わ

こ
の
川
の
名
称
は
「
小
田
川
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
だ
が

こ
の
文
面
か
ら
見
て
、
川
の
流
れ
は
小
田
川
か
ら
小
栗
崎
に
入
り
嘉
瀬

の
北
側
を
通
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
川
筋
と
同
様
と
み
ら
れ
る
が
、
金

木
新
田
開
発
以
前
の
川
筋
は
現
在
と
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
小

田
川
参
考
図
３
参
照
）

金
木
郷
土
史
略
年
表
に
よ
れ
ば
、
「
元
亀
二
年
二
五
一
二
嘉
瀬
八

幡
宮
再
建
Ｉ
創
建
年
代
不
明
（
伝
承
）
」
と
あ
る
が
、
四
百
二
十
五
年
前

に
は
嘉
瀬
に
も
村
の
鎮
守
の
社
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

古
町
・
後
町
な
ど
数
戸
の
家
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

慶
長
五
年
二
六
○
○
）
岩
木
山
が
大
爆
発
し
、
土
崩
れ
、
土
石
雨
の

如
く
、
冥
暗
二
夜
三
日
（
歴
代
記
録
・
一
統
誌
）
と
記
録
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
大
爆
発
は
津
軽
平
野
の
地
形
の
一
部
も
変
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。

川
の
流
れ
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
、
土
質
の
や
わ
ら
か

い
と
こ
ろ
を
削
っ
て
、
小
さ
な
川
筋
が
だ
ん
だ
ん
広
く
深
く
蛇
行
し
て
ゆ

ノ
、
Ｏ

そ
の
頃
の
小
田
川
の
川
筋
は
、
小
栗
崎
の
東
よ
り
北
に
曲
が
り
、
現
在

の
萩
元
排
水
路
の
方
向
か
ら
、
金
木
浮
州
の
排
水
機
場
付
近
に
流
れ
大
川

（
岩
木
川
）
に
合
流
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

堤
防
の
築
か
れ
て
な
い
原
始
河
川
は
大
雨
に
よ
る
増
水
で
一
部
枝
別
れ

お
お
ひ
け

し
て
、
現
在
の
嘉
瀬
冷
水
を
通
り
更
に
南
へ
流
れ
、
大
堰
と
呼
ば
れ
る
小

川
も
作
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
現
在
の
三
左
エ
門
溜
池
の
あ
る
沢
水
を
集
め
て
流
れ
る
小
川
は
、

小
栗
崎
の
稲
荷
神
社
の
北
側
を
通
り
、
（
空
壕
跡
で
現
在
水
路
と
な
っ
て

い
る
。
）
ほ
ぼ
現
在
の
小
田
川
の
川
筋
に
近
く
西
は
駒
番
の
三
本
柳
地
区
か

ら
旧
十
川
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

大
浦
為
信
が
津
軽
を
統
一
し
た
の
は
慶
長
二
年
二
五
九
六
）
三
月
で
、

そ
れ
以
前
文
録
元
年
（
一
五
九
三
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
で
前
田
利

家
、
片
桐
旦
元
等
に
よ
り
津
軽
領
内
を
検
地
し
高
四
万
五
千
石
と
定
め
ら

れ
た
。
同
二
年
為
信
は
上
京
し
秀
吉
に
謁
見
、
封
土
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

い
ぐ
さ

後
徳
川
家
康
の
天
下
と
な
り
、
戦
が
続
い
た
の
と
天
候
の
不
順
に
よ
り
凶

作
が
続
き
廃
田
が
続
出
し
た
。

の
ぷ
ひ
ら

『
二
代
信
牧
の
代
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
八
月
十
五
日
津
軽
全
域
に

降
雪
、
餓
死
者
多
数
。
二
年
大
凶
。
三
年
凶
作
。
廃
田
を
復
興
さ
せ
た
が
、

ま
た
も
凶
作
。
四
年
大
凶
。
領
民
他
国
へ
流
亡
。
四
方
に
狼
あ
ら
わ
る
。

五
年
凶
作
。
年
貢
免
除
し
た
が
、
他
領
に
流
亡
す
る
者
多
し
。
六
年
十
一

月
、
自
他
共
無
線
の
者
に
望
み
次
第
自
由
開
拓
を
令
ず
。
七
年
藩
主
自
ら

廃
田
検
分
、
狼
狩
り
を
行
な
う
。
八
年
廃
田
復
興
奨
励
を
布
令
。

三
代
信
義
の
時
代
に
な
っ
て
も
凶
作
が
統
き
、
そ
の
間
、
「
食
料
欠
乏
、

流
浪
者
多
く
、
藩
は
貯
米
を
出
し
て
救
仙
。
餓
死
者
山
を
な
す
。
空
家
無

数
。
凶
作
、
減
収
、
大
暴
風
雨
、
浅
瀬
石
川
、
平
川
、
岩
木
川
大
洪
水
。

等
々
の
記
録
は
は
四
代
信
政
の
頃
に
も
統
い
た
。
』
（
津
軽
ケ
ガ
ジ
物
語
よ

り
）

津
軽
新
田
開
発
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
二
為
信
か
ら
下
命
さ
れ
た

屋
敷
三
町
六
反
一
九
歩
分
米
二
八
石
八
斗
五
升
一
合

内
一
畝
一
四
歩
郷
蔵
屋
敷

田
畑
屋
敷
合
一
八
二
町
九
反
九
畝
一
九
歩
分
米
一
二
五
一
石
二
斗
七
升

内
一
畝
一
四
歩
郷
蔵
屋
倣

外

一
、
田
畑
地
一
八
七
町
二
歩
村
中

是
者
未
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之

右
者
津
軽
郡
田
舎
圧
之
内
嘉
瀬
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
三
百
歩
石
盛

位
付
帳
面
書
記
者
也

一
、
漆
木
五
八
本
村
中

一
、
空
地
九
反
二
九
歩
村
中

一
、
永
流
田
畑
一
町
七
反
九
畝
二
四
歩
村
中

右
之
外
除
地
３

｜
、
八
幡
社
地
五
問
三
間
一
五
歩
宮
建
有
之
神
太
夫
抱
一

境
内
林
七
四
間
四
一
間
一
町
一
畝
四
歩

一
、
薬
師
堂
地
一
二
間
八
間
三
畝
六
歩
堂
建
有
之
村
中
抱

右
堂
地
境
内
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
前
々
之
通
除
之
者
也

田
舎
庄
金
木
組
小
栗
崎
村
Ｉ
小
字
端
山
崎
、
は
ぎ
も
と
、
ひ
ば
り
野

名
請
人
一
二
名
〈
名
前
省
略
）

田
方
四
一
町
二
反
七
畝
一
五
歩
分
米
三
一
七
石
七
斗
八
升

上
田
五
町
五
反
四
畝
一
九
歩
分
米
六
一
石
一
升

中
田
一
○
町
六
反
五
畝
一
七
歩
分
米
九
五
石
九
斗
一
合

下
田
一
七
町
七
反
五
畝
六
歩
分
米
一
二
四
石
二
斗
六
升
四
合

下
々
田
七
町
三
反
二
畝
三
歩
分
米
三
六
石
六
斗
五
合

－2－



八
六
石
二
斗

五
石
七
斗

一
石
 

二
五
石
六
斗
 

五
三
石
一
斗
八
升
七
合

二
四
石
 

一
升
四
Aロ

六
石
七
斗
「
升
二
合

九
石
二
斗
「
升
四
合
 

」
一石
四
斗
一
升
六
合

一
一
〇
石
二
斗
一
升
八
合
 

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米

分
米
 

入 七 二 四
合 合 合 合 

三
一
石
 
七
升

六
合

一
一
石
 
一

升
ニ
合

六
石
一
斗
 

一
一
合

八
石
三
斗
八
升
一
合
 

下
々
畑
 

七
反
一
畝
 
六
歩
 
分
米
 

七
斗
一
升
二
合
 

屋
 
敷
 

六
反
 
一
一
六
歩
 
分
米
 

四
石
八
斗
六
升
九
合
 

田
畑
屋
敷
合
 
四
八
町

四
反
四
畝
一
五
歩
 
分
米
 

三
四
八
石
八
斗
六
升
六
合
 

外
 

て
 
田
畑
地
 
一

六
町
六
反
 
一
五
歩
 
村
 
中
 

是
者
来
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之
 

一
、
池
 
床
 
三

反
七
畝
一
六
歩
 
二
箇
所
 

右
者
津
軽
郡
田
舎
庄
内
小
栗
崎
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱反
三
百
歩
石
盛
位
付
 

帳
面
書
記
者
也
 

右
之
外
除
地
 

一
、
高
 

一
一
斗六
升
七
合
 
此
反
別
屋
敷
 
一
〇
間
 
一
〇
間
 
三
畝
一
〇
歩
 

惣
宮
太
夫
 

稲
荷
社
地
 
六
間
 
六
間
 
一
畝
六
歩
 
宮
建
有
地
 

惣
宮
太
夫
抱
 

境
内
林
 
六
四
、

五
間
 
四
八
間
 
一
町
 
三
畝
六
歩
 

一
、
薬
師
堂
地
 
四
間
 
四
間
 
一
六
歩
 
堂

建
無
之
 
村
中

抱
 

一
、
明
神
社
地
 
三
間
 
二
間
 
六
歩
 
堂

建
有
之
 
同
 

断
 

一
、
観
音
堂
地
 
二
間
 
二
間
 
四
歩
 
堂

舘
無
之
 
同
 

断
 

右
堂
社
地
内
林
屋
敷
共
 
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
 
前
々
之
通
 

除
之
者
也
 

田
舎
庄
金
木
組
 
中
柏
木
村
廿
小
字
 
ふ
ど
う
野
、
よ
ろ
い
石
、
野
尻
 

名
請
人
 
一
七
名
（
名
前
省
略
）
 

田
 
方
 

一
五
町
 

一
一
歩

上
田
 

五
反
一
畝
二
五
歩

中
田
 

一
反
八
畝
二
九
歩

下
田
 

三
町
六
反
五
畝
二
五
歩

下
々
田
 

一
〇
町
六
反
三
畝
二
二
歩

八
町
三
反
四
畝
一
九
歩

一
町
三
反
四
畝
一
九
歩

三
町
 

七
畝
一
九
歩
 

下
々
畑
 
三
町
四

反
二
畝
一
七
歩

田
畑
屋
敷
合
 

三
」
町
四
反
三
畝
 
八
歩

外
 

一
、
田
畑
地
 
三
一
二
町
四
反
 
一
六

歩
 

村
 
中

是
者
来
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之
 

一
、
池
 
床
 
五
町

八
反
 
一
八

歩
 

七
箇
所
 

右
者
津
軽
田
舎
庄
之
内
中
柏
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
歩
三
百
歩
石
盛
位
 

付
帳
面
書
記
者
也
 

一
、
漆
 
木
 

七
本
 

村
 
中

一
、
草
 
山
 

場
広
故
不
及
検
地
 
一

箇
所

一
、
永
荒
田
地
 
七

反
四
畝
一
四
歩
 

田
舎
圧
金
木
組
 
小
田
川
村
廿
小
字
 
ち
か
ら石
、
弓
矢
形
、
鹿
と
め
、
梅
ケ
谷
、
 

あ
し
か
沢
、
き
き
ょ
う
野
、
山
崎
 

名
請
人
 

六
名
（
名
前
省
略
）
 

田
 
方
 
三
九
町
九

反
五
畝
二
三
歩
 
分
米
 
三
四
八
石
六
斗
五
升
九
合
 

畑 
下 中 上 
畑 畑 畑 方 

七
町
一
反
七
畝
 

歩
 
分
米

一
町
八
反
三
畝
一
六
歩
 
分
米

一
町
二
反
二
畝
 
一
歩
 
分
米

ニ
町
七
反
九
畝
一
一
歩
 
分
米
 

畑 
下 中 
畑 畑 方 

ネ寸

中 

一
 

一
 

上
田
 
一

三
町
五
反
四
畝
二
三
歩
 
分
米
 
一
四
九

石
 
一

一
升
四合
 

中
田
 
一

〇
町
六
反
四
畝
一
七
歩
 
分
米
 

九
五
石
八
斗
一
升
一
合
 

下
田
 
一
一
一
町

五
反
 
三
歩
 

分
米
 
八
七
石
五
斗
 

七
合
 

下
々
田
 
三
町

二
反
六
畝
一
〇
歩
 
分
米
 

一
六
石
三
斗
一
升
七
合
 

一
一
町
 
九

畝

一
四
歩
 
分
米
 
五
四
石
 
九

升
二
合
 

三
町
九
反
二
畝
 
七
歩
 
分
米
 

二
三
石
五
斗
三
升
四
合
 

三
町
八
反
六
畝
二
九
歩
 
分
米
 

一
九
石
三
斗
四
升
八
合
 

二
町
七
反
七
畝
一
〇
歩
 
分
米
 

八
石
三
斗
二
升
 

下
々
畑
 
一

反
九
畝
 
五
歩
 
分
米
 

一
斗
九
升
二
合
 

屋
 
敷
 
三

反
三
畝
二
三
歩
 
分
米
 
ニ

石
七
斗
 

一
合
 

内
 
二
〇
歩
 

郷
蔵
屋
敷
 

田
畑
屋
敷
合
 
五
一
町
 

五
畝
 
七
歩
 
分
米
 
四

〇
二
石
七
斗
五
升
四
合
 

内
 
二
〇
歩
 

郷
蔵
屋
敷
 

外
 

一
、
田
畑
地
 
一

三
町
六
反
五
畝
一
八
歩
 

是
者
 
未
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之
 

右
者
津
軽
郡
田
舎
庄
之
内
 
小
田
川
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
三
百
歩
石
盛
 

位
付
帳
面
書
記
者
也
 

一
一
本
 

村
 
中
 

場
広
故
不
及
検
地
 

一
箇
所
 

場
広
故
不
及
検
地
 

一
箇
所
 

一
町
三
反
 
一
八

歩
 
一
〇
箇
所
 

六
反
五
畝
一
八
歩
 
村
 
中

永
荒
田
畑
 
四

反
七
畝
 
二
歩
 
村
 
中

右
の
外
除
地
 

一
、
観
音
堂
地
 
四

間
 
二
間
 
八

歩
 
堂
建
有
之
 
宮
三
郎
抱
 

境
内
林
 
二
六
間
 
二
〇
間
 
一
反
七
畝
一
〇
歩
 

右
堂
地
境
内
林
屋
敷
共
 
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
 
前
々
之
通
除
之
者
也
 

こ
の
よ
う
に
、
為
信
が
金
木

開
拓
を
下
命
し

た
の
が
天
正
九
年

（
一
五

八
一
）
、
金
木
新
田
開
発

一
八
ケ
村
が
開
発
成
就
し

た
の
が
室
永
三
年
 

（
一
七
〇
五
）
で
、

ま
さ
に

一
二
四
年
も

の
永
い
年
月
を
要
し

た
の
で
あ

る
。
 

貞
亨
の
新
検
地
で
、

嘉
瀬
村
と
小
栗
崎
村
を
合
わ
せ
た

水
田
面
積
は

一

九
〇
町

二
反
畝
七
歩
。

こ
れ
だ
け

の
面
積
の
水
田
を
耕
作
す
る
に

要
す
る

用
水
は
、

従
来
の
水
町

加
鵬

の
流
れ
で
は
不
可

能
で
、
当
然
川
の
堀
替
え

が
必
要
だ
っ
た
ろ
う
し
、

よ
り
効
率
的
に

用
水
を
配
分
す
る
に

は
、
萩
元

地
区
と
駒
番
地
の
間
を
旧
十

川
ま
で
出
来
る
だ
け

真
直
に
持
っ

て
ゆ
く
こ

と
で
あ
ろ

う
。
 

嘉
瀬
山
の

沢
々
か
ら
集
め
ら
れ

て
流
れ
る
小
さ
な

小
川
を
利
用
、

こ
れ

を
拡
巾
し
、

堤
防
を
盛
り
、

ほ
ぼ
現
在
の
小
田
川
の
川
筋
を
作
っ

た
も

の

で
あ
る
。
 

小
田
川
の
堀
替
改
修
は
、
岩
木
川
の
改
修
と
大
き

な
関
連
性
が
あ

り
、
記

録
に
よ

れ
ば
、
▽
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）
岩
木
川
大
洪
水
、

湊
派
立
十

川
を
東
方
へ
堀
替
。
 十
三
水
戸
口

工
事
に
着
手
し
た
が
失
敗
。
 ▽
慶
安
一
一

年

（
一
六
四
九
）
八
月
中
旬
大
雨
洪
水
、
湊
家
岸
十

川
堀
替
築
堤
。

板
屋

野
木
村
大
川
堀
替
。

▽
寛
文
六
年
（
一
六
六
六

）
津
軽
藩
開
拓
法
改
正
、
 

領
民
、
他
国
者
の
出

入
り
の
法
制
定
。
 
一
〇
万
の
郷
人
夫
に
て
田
光
沼
落
 

畑 
下 中 上 
畑 畑 畑 方 空 河 草 留 漆

地 原 山 山 木 
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畑
方
七
町
一
反
七
畝
歩
分
米
三
一
石
七
升
六
合

上
畑
一
町
八
反
三
畝
一
六
歩
分
米
二
石
一
升
二
合

中
畑
一
町
二
反
二
畝
一
歩
分
米
六
石
一
斗
二
合

下
畑
二
町
七
反
九
畝
二
歩
分
米
八
石
三
斗
八
升
一
合

下
々
畑
七
反
一
畝
六
歩
分
米
七
斗
一
升
二
合

屋
敷
六
反
二
六
歩
分
米
四
石
八
斗
六
升
九
合

田
畑
屋
敷
合
四
八
町
四
反
四
畝
一
五
歩
分
米
三
四
八
石
八
斗
六
升
六
合

外

一
、
田
畑
地
一
六
町
六
反
一
五
歩
村
中

是
者
来
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之

一
、
池
床
三
反
七
畝
一
六
歩
二
箇
所

右
者
津
軽
郡
田
舎
庄
内
小
栗
崎
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
三
百
歩
石
盛
位
付

帳
面
書
記
者
也

右
之
外
除
地

一
、
高
二
斗
六
升
七
合
此
反
別
屋
敷
一
○
間
一
○
問
三
畝
一
○
歩

惣
宮
太
夫

稲
荷
社
地
六
問
六
間
一
畝
六
歩
宮
建
有
地
惣
宮
太
夫
抱

境
内
林
六
四
、
五
間
四
八
間
一
町
三
畝
六
歩

一
、
薬
師
堂
地
四
間
四
間
一
六
歩
堂
建
無
之
村
中
抱

一
、
明
神
社
地
三
間
二
間
六
歩
堂
建
有
之
同
断

一
、
観
音
堂
地
二
間
二
間
四
歩
堂
舘
無
之
同
断

右
堂
社
地
内
林
屋
敷
共
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
前
々
之
通

除
之
者
也

田
舎
庄
金
木
組
中
柏
木
村
Ｉ
小
字
ふ
ど
う
野
、
よ
ろ
い
石
、
野
尻

上
田
一
三
町
五
反
四
畝
二
三
歩
分
米
一
四
九
石
二
升
四
合
一
、
観
音
堂
地
四
間
二
間
八
歩
堂
建
有
之
宮
三
郎
抱

中
田
一
○
町
六
反
四
畝
一
七
歩
分
米
九
五
石
八
斗
一
升
一
合
境
内
林
三
〈
間
二
○
間
一
反
七
畝
一
○
歩

下
田
二
一
町
五
反
三
歩
分
米
八
七
石
五
斗
七
合
右
堂
地
境
内
林
屋
敷
共
従
古
来
除
来
付
新
検
地
庄
味
之
上
前
々
之
通
除
之
者
也

下
々
田
三
町
二
反
六
畝
一
○
歩
分
米
一
六
石
三
斗
一
升
七
合

畑
方
二
町
九
畝
一
四
歩
分
米
五
四
石
九
升
二
合

こ
の
よ
う
に
、
為
信
が
金
木
開
拓
を
下
命
し
た
の
が
天
正
九
年
（
一
五

上
畑
三
町
九
反
二
畝
七
歩
分
米
二
三
石
五
斗
三
升
四
合

中
畑
三
町
八
反
六
畝
二
九
歩
分
米
一
九
石
二
一
斗
四
升
八
合
八
一
）
、
金
木
新
田
開
発
一
八
ヶ
村
が
開
発
成
就
し
た
の
が
室
永
三
年

（
一
七
○
五
）
で
、
ま
さ
に
一
二
四
年
も
の
永
い
年
月
を
要
し
た
の
で
あ

下
畑
二
町
七
反
七
畝
一
○
歩
分
米
八
石
三
斗
二
升

下
々
畑
一
反
九
畝
五
歩
分
米
一
斗
九
升
二
合
る
。

屋
敷
三
反
三
畝
一
三
歩
分
米
二
石
七
斗
一
合
貞
亨
の
新
検
地
で
、
嘉
瀬
村
と
小
栗
崎
村
を
合
わ
せ
た
水
田
面
積
は
一

内
二
○
歩
郷
蔵
屋
敷

九
○
町
二
反
畝
七
歩
。
こ
れ
だ
け
の
面
積
の
水
田
を
耕
作
す
る
に
要
す
る

こ
だ
が
が
わ

田
畑
屋
敷
合
五
一
町
五
畝
七
歩
分
米
四
○
二
石
七
斗
五
升
四
合
用
水
は
、
従
来
の
小
田
川
川
の
流
れ
で
は
不
可
能
で
、
当
然
川
の
堀
替
”
え
一

内
二
○
歩
郷
蔵
屋
敷
が
必
要
だ
っ
た
ろ
う
し
、
よ
り
効
率
的
に
用
水
を
配
分
す
る
に
は
、
萩
元
５

外

地
区
と
駒
番
地
の
間
を
旧
十
川
ま
で
出
来
る
だ
け
真
直
に
持
っ
て
ゆ
く
こ
一

一
、
田
畑
地
一
三
町
六
反
五
畝
一
八
歩

と
で
あ
ろ
う
。

是
者
末
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之

嘉
瀬
山
の
沢
々
か
ら
集
め
ら
れ
て
流
れ
る
小
さ
な
小
川
を
利
用
、
こ
れ

右
者
津
軽
郡
田
舎
庄
之
内
小
田
川
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
二
一
百
歩
石
盛
を
拡
巾
し
、
堤
防
を
盛
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
小
田
川
の
川
筋
を
作
っ
た
も
の

位
付
帳
面
書
記
者
也
で
あ
る
。

一
、
漆
木
二
本
村
中

小
田
川
の
堀
替
改
修
は
、
岩
木
川
の
改
修
と
大
き
な
関
連
性
が
あ
り
、
記

一
、
留
山
場
広
故
不
及
検
地
一
箇
所

録
に
よ
れ
ば
、
▽
正
保
二
年
二
六
四
五
）
岩
木
川
大
洪
水
、
湊
派
立
十

一
、
草
山
場
広
故
不
及
検
地
一
箇
所

一
、
河
原
一
町
三
反
一
八
歩
一
○
箇
所

川
を
東
方
へ
堀
替
。
十
三
水
戸
口
工
事
に
着
手
し
た
が
失
敗
。
▽
慶
安
二

一
、
空
地
六
反
五
畝
一
八
歩
村
中

年
（
一
六
四
九
）
八
月
中
旬
大
雨
洪
水
、
湊
家
岸
十
川
堀
替
築
堤
。
板
屋

一
、
永
荒
田
畑
四
反
七
畝
二
歩
村
中
野
木
村
大
川
堀
替
。
▽
寛
文
六
年
二
六
六
六
）
津
軽
藩
開
拓
法
改
正
、

右
の
外
除
地
領
民
、
他
国
者
の
出
入
り
の
法
制
定
。
一
○
万
の
郷
人
夫
に
て
田
光
沼
落

名
請
人
一
七
名
（
名
前
省
略
）

田
方
一
五
町
一
一
歩
分
米
八
六
石
二
斗
四
合

上
田
五
反
一
畝
二
五
歩
分
米
五
石
七
斗
二
合

中
田
一
反
八
畝
二
九
歩
分
米
一
石
七
合

下
田
三
町
六
反
五
畝
二
五
歩
分
米
二
五
石
六
斗
八
合

下
々
田
一
○
町
六
反
三
畝
二
二
歩
分
米
五
三
石
一
斗
八
升
七
合

畑
方
八
町
三
反
四
畝
一
九
歩
分
米
二
四
石
二
升
四
合

中
畑
一
町
三
反
四
畝
一
九
歩
分
米
六
石
七
斗
三
升
二
合

下
畑
三
町
七
畝
一
九
歩
分
米
九
石
二
斗
三
升
四
合

下
々
畑
三
町
四
反
二
畝
一
七
歩
分
米
三
石
四
斗
二
升
六
合

田
畑
屋
敷
合
二
三
町
四
反
三
畝
八
歩
分
米
二
○
石
二
斗
二
升
八
合

外

一
、
田
畑
地
三
三
町
四
反
一
六
歩
村
中
４

是
者
来
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
相
改
如
此
委
細
別
帳
記
之

一
、
池
床
五
町
八
反
一
八
歩
七
箇
所

右
者
津
軽
田
舎
庄
之
内
中
柏
村
御
検
地
以
六
尺
壱
分
間
竿
壱
反
歩
三
百
歩
石
盛
位

付
帳
面
課
記
者
也

一
、
漆
木
七
本
村
中

一
、
草
山
場
広
故
不
及
検
地
一
箇
所

一
、
永
荒
田
地
七
反
四
畝
一
四
歩
村
中

田
舎
圧
金
木
組
小
田
川
村
Ｉ
小
字
ち
か
ら
石
、
弓
矢
形
、
鹿
と
め
、
梅
ヶ
谷
、

あ
し
か
沢
、
き
き
ょ
う
野
、
川
崎

名
諸
人
六
名
〈
名
前
省
略
）

田
方
三
九
町
九
反
五
畝
二
三
歩
分
米
三
四
八
石
六
斗
五
升
九
合


